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みるコロナの4衡を破って了ひ，途には其のコ・ナの一部か，又は上層の水素
ガス等を，外：方へ噴出させることになるといふ論なのである．實際，諸遊星が
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之れで見ると，火星の影響は地球の其れの29分ノーであり，又，土星も僅かに
地球の7分ノ1に過ぎぬが，木星の影響は流石に大きく，地球と金星とは殆んど
同じであり，水星は，太陽までの距離が近いので，其の潮汐も，地球の13割に
冠して居る．此等の遊星が全部一直線に並ぶ場合に，太陽へ及ぼす潮汐力の合
計は5．9142となる．しかし，之れとても，實に僅かなもので，太陽が我が地球
に及ぼす潮汐力の500分ノ1に過ぎぬし，：或は，月が地球に及ぼす潮汐力の1000
分ノ1と言っても好いのである．著者メルダiル氏は，しかし，此等の諸遊星
が太陽に及ぼす影響を一々計算して■663年忌ら1966年まで，年々の敦値をゴ
クトル式に加算しました．其の結果，かなり複雑してはみるが，とにかく，243
年といふ週期が現はれてるる．メルダ1ル氏は・太陽黒山の成生や・プ・ミネ
ンスの噴出などを，こうした諸遊星の潮汐で論明しやうとしてるるが，縮れは
中々まだ困難だろう．
　とにかく，しかし，一寸面白V・考へには違ひなV・．　　　　（1940．1．28）
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